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故
中
尾
廣
治
氏
は
「
綴
り
方
（
作

文
）」教
育
に
よ
る
子
ど
も
た
ち
の
成

長
を
願
っ
た
京
築
地
域
の
一
小
学
校

教
師
で
す
。そ
の
活
動
成
果
は
、同
教

育
に
関
す
る
豊
富
な
実
践
や
著
作
、こ

と
に
旧
犀
川
町
立
鐙
畑
小
に
お
け
る

「
広
島
の
語
り
部
・福
田
安
次
さ
ん
」

と
の
交
流
、同（
現
み
や
こ
町
立
）犀
川

小
へ
の
「
被
爆
エ
ノ
キ
」の
記
念
植
樹

等
と
し
て
結
実
し
、今
な
お
そ
の
事
績

や
人
柄
が
慕
わ
れ
て
い
ま
す
。一
方
で

氏
は
「
河
童
」の
コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て

も
知
ら
れ
、各
地
の
様
々
な
素
材
の
河

童
の
人
形
や
工
芸
品
・書
籍
等
の
資

料
を
800
点
近
く
収
集
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
そ
の
一
部
を
、氏
が
生
涯

取
り
組
ん
だ
綴
り
方
教
育
や
被
爆
エ

ノ
キ
を
巡
る
物
語
の
資
料
と
と
も
に

ご
紹
介
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。子

ど
も
と
地
域
と
平
和
を
愛
し
た
綴
り

方
教
師
の
心
温
ま
る
「
河
童
遺
産
」で

「
ほ
っ
こ
り
」し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
主
な
展
示
資
料

 

・ 

や
き
も
の
系
河
童
人
形

 

・ 

工
芸
品（
徳
利
・暖
簾
等
全
国
各
地
）

 

・ 

綴
り
方
資
料（
日
誌
・書
簡
な
ど
）

　
＊
福
田
さ
ん
の
願
い
が
籠
る
千
通
の
葉
書

　
＊
中
尾
先
生
の
情
熱「
ゴ
マ
粒
文
字
」葉
書

●
観
覧
料
　
　
無
料
（
常
設
展
の
観
覧

　
に
つ
い
て
は
有
料
で
す
）　

●
開
館
時
間
　
９
時
30
分
〜
17
時
00
分

●
休
館
日
　
　
月
曜
・祝
日
の
翌
日

◆
博
物
館
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

夏
の
企
画
展　
折
り
鶴
が
運
ん
だ「
平
和
の
木
」植
樹
25
周
年
記
念
企
画

ー
中
尾
廣
治
資
料「
河
童
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」と
戦
後「
綴
り
方
教
育
」の一断
面
ー

綴
り
方
教
師
が
愛
し
た「
河
童（
か
っ
ぱ
）た
ち
」展

綴
り
方
教
師
が
愛
し
た「
河
童（
か
っ
ぱ
）た
ち
」展

会
期
：
８
月
２
日（
火
）〜
９
月
18
日（
日
）

会
期
：
８
月
２
日（
火
）〜
９
月
18
日（
日
）

▲中尾先生一番のお気に入り「助六河童」（東京都）
　江戸小玩具の逸品で家族からの退職記念品の由

▲各地の河童が勢揃いのコレクション
　河童の本場・筑後川流域産が目立つ

▲中尾先生の超絶「ゴマ粒文字」葉書
　伝えたい想いを溢れんばかりに綴る

▲植樹25周年を迎える被爆エノキ
　平和への願いがしっかりと根付く

▲豊前国府跡出土の木簡4点（手前の箱の中）を高精細画像で撮影
　したのち徹底した表面観察を行いました

▲苔だらけの石垣は全体が緑色でしたが これを除くと見事な白  
　亜の石垣に…新たな名所ができた気分です！

◆
講
座・教
室・催
し
物
ガ
イ
ド

９
月
の
歴
史
講
座

【
漢
詩
紀
行
講
座
】

　

９
月
３
日
（
土
）
９
時
30
分
〜

【
古
文
書
講
座
】

　

９
月
10
日
（
土
）
10
時
〜

【
古
典
か
な
講
座
】

　

９
月
17
日
（
土
）
9
時
30
分
〜

【
み
や
こ
学
講
座
】

　

９
月
24
日
（
土
）
13
時
30
分
〜

※

日
程
等
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

見
学
会
等
は
別
途
通
知
し
ま
す
。

博物館休館日カレンダー
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※お詫びと訂正
　博物館だよりNo.189において、下記記事に誤りがありました。
訂正と共にお詫び申し上げます。（誤）福田安治➡（正）福田安次

28 29 30 31 1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30

日　月　火　水　木　金　土

な
か
　
お
　
ひ
ろ
は
る
（1928

〜1991

）
つ
づ

ふ
く
　だ
　
や
す
　
じ

か
た

博
物
館
で「
楽
習
」始
め
ま
せ
ん
か
？

　
博
物
館
は
郷
土
資
料
と
学
芸
員
ら
の

サ
ポ
ー
ト
に
よ
る
知
と
学
び
の
拠
点
で

す
。以
下
の
会
や
講
座
を
利
用
し
て
楽
し

く
学
び
ま
せ
ん
か
？
詳
し
く
は
博
物
館

へ
お
問
合
せ
下
さ
い
！

★
博
物
館
友
の
会

　
バ
ス
ハ
イ
ク
・歴
史
た
ん
け
ん
ウ
ォ
ー

　
ク
等
の
学
び
の
旅
や
イ
ベ
ン
ト
に
参

　
加
で
き
ま
す
。

★
文
化
遺
産
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
豊
み
隊
！
）養
成
講
座

　
町
の
宝
を
ガ
イ
ド
＆
ガ
ー
ド
す
る
ス

　
タ
ッ
フ
を
募
集
・養
成
す
る
講
座
で
す
。

　
今
か
ら
で
も
大
丈
夫
！

９
月
の
臨
時
休
館・開
館
の
お
知
ら
せ

　
９
月
の
博
物
館
は
事
業
都
合
に
よ
り
、

左
記
の
期
日
を
臨
時
に
休
館
・開
館
し

ま
す
。通
常
と
は
異
な
る
運
用
と
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
下
さ
い（
休
館
日
カ
レ
ン

ダ
ー
参
照
）。な
お
、詳
細
の
確
認
等
は
博

物
館
ま
で
お
願
い
致
し
ま
す
。

 
・ 

臨
時
休
館
日

　

９
月
19
日
（
月
）
敬
老
の
日

※
翌
20
日
（
火
）も
休
館
（
通
常
休
館
）

 

・ 
臨
時
開
館
日

　

９
月
24
日
（
土
）

７月の業務日誌から

　7月29日（金）、奈良国立文化財研究所の研
究員が木簡資料調査に訪れました。木簡の多
くは古代の役人が残した行政情報ですが、お
まじないや落書き等もあって、当時の暮らしの
リアルな記録として貴重なものとのことです。

　7月24日（日）、犀川帆柱にある国の重要文
化財・永沼家住宅で夏の一斉除草が行われま
した。豊み隊！も参加して昨年に続く「石垣美
観復活プロジェクト」第2弾に着手し、見事な
「江戸の石垣の美」を取り戻しました。
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み
や
こ
の
歴
史
発
見
伝

明
治
の
二
大
文
豪
を
支
え
た

　  
　
　み
や
こ
町
の
偉
人
② 151

夏目漱石肖像
（みやこ町歴史民俗博物館蔵）

小宮豊隆（1884～1966）

が
発
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。
昭
和
59

年
（
１
９
８
４
）
か
ら
平
成
19
年
（
２

０
０
７
）
ま
で
23
年
に
わ
た
っ
て
発

行
さ
れ
た
千
円
札
に
は
当
館
に
収
蔵

さ
れ
て
い
る
夏
目
漱
石
の
写
真
の
肖

像
（
左
上
写
真
）
と
同
じ
も
の
が
用

い
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
森
鴎

外
と
並
び
「
明
治
の
二
大
文
豪
」
と

し
て
知
ら
れ
る
夏
目
漱
石
の
門
下
生

で
、
漱
石
文
学
の
研
究
や
作
品
を
ま

と
め
た
み
や
こ
町
出
身
の
小
宮
豊
隆

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

小
説
『
三
四
郎
』
の
モ
デ
ル

　
夏
目
漱
石
を
代
表
す
る
小
説
『
三

四
郎
』
の
中
に
、
主
人
公
が
「
福
岡

県
京
都
郡
」

と
住
所
を
記

載
す
る
場
面

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
主
人
公

の
モ
デ
ル
に

な
っ
た
人
物

こ
そ
、
み
や

こ
町
出
身
の

ド
イ
ツ
文
学

者
で
文
芸
評

論
家
の
小
宮
豊
隆
で
す
。
小
宮

豊
隆
は
明
治
17
年
（
１
８
８
４
）、

仲
津
郡
久
富
村
（
現
在
の
み
や

こ
町
犀
川
久
富
）で
生
ま
れ
ま
す
。

明
治
35
年
（
１
９
０
２
）
福
岡

県
立
豊
津
中
学
校
（
現
在
の
育

徳
館
高
校
）
を
卒
業
し
た
彼
は
、

第
一
高
等
学
校
（
現
在
の
東
京

大
学
教
養
学
部
）
へ
進
学
し
、

そ
の
後
、
東
京
帝
国
大
学
独
文
科
に

入
学
し
ま
し
た
。 

同
学
年
に
は
安
倍
能

成
な
ど
の
漱
石
門
下
生
が
名
を
連
ね

て
い
ま
す
。
卒
業
後
は
、
慶
応
大
学
、

法
政
大
学
な
ど
で
教
鞭
を
執
り
ま
す
。

大
正
12
年
（
１
９
２
３
）
に
は
一
年

間
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
留
学
し
、
そ
の
翌
年
、

東
北
帝
国
大
学
（
現
在
の
東
北
大
学
）

の
ド
イ
ツ
文
学
講
座
の
初
代
教
授
に

就
任
。
戦
後
は
、
東
京
音
楽
学
校
（
現

在
の
東
京
藝
術
大
学
）
の
校
長
や
、

学
習
院
女
子
短
期
大
学
の
学
長
な
ど

を
歴
任
し
て
い
ま
す
。

漱
石
神
社
の
神
主

　
小
宮
豊
隆
は
東
京
帝
国
大
学
入
学

の
際 
、 
従
兄
弟
の
犬
塚
武
夫
（
ロ
ン

ド
ン
で
漱
石
と
同
じ
下
宿
に
住
ん
で

い
た
人
物
） 
の
紹
介
で
当
時
東
京
帝
国

大
学
で
英
語
教
師
を
務
め
て
い
た
夏

目
漱
石
と
出
会
い
、
大
学
在
学
中
の

保
証
人
に
な
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

こ

れ
以
降
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
師
弟
の

関
係
を
結
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
漱

石
に
対
す
る
豊
隆
の
敬
愛
の
念
は
漱

石
自
身
か
ら
た
し
な
め
ら
れ
る
ほ
ど

強
く
、
周
囲
の
人
々
か
ら
「
漱
石
神

社
の
神
主
」
と
揶
揄
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
大
学
の
講
義
で
は
専

攻
し
て
い
た
ド
イ
ツ
語
の
講
義
よ
り

も
漱
石
の
英
文
科
の
講
義
ば
か
り
を

聴
講
し
た
と
い
う
逸
話
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
明
治
39
年
（
１
９
０
６
）
か

ら
始
ま
っ
た
「
木
曜
会
」（
漱
石
宅
で

毎
週
木
曜
日
に
漱
石
門
下
生
を
中
心

に
開
催
さ
れ
た
会
合
）
で
は
、
大
正

５
年
（
１
９
１
６
）
の
最
後
の
会
ま

で
皆
勤
だ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。

「
漱
石
全
集
」
の
編
集

　
大
正
５
年
（
１
９
１
６
）
の
漱
石

没
後
、
小
宮
豊
隆
は
「
漱
石
全
集
」

の
刊
行
を
発
議
し
、
自
ら
「
漱
石
伝
」

を
執
筆
す
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。
数

多
く
の
優
秀
な
門
下
生
が
名
を
連
ね

る
中
、
各
々
の
担
当
を
受
け
持
つ
案

も
検
討
さ
れ
ま
し
た
が
、
同
窓
の
安

倍
能
成
は
「
小
宮
豊
隆
に
全
て
を
託

し
た
い
」
と
提
案
し
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
小
宮
豊
隆
は
「
漱
石
先
生

を
語
る
の
で
あ
れ
ば
、
自
分
が
そ
の

第
一
人
者
だ
」
と
い
う
自
負
も
あ
り
、

周
囲
の
門
下
生
も
漱
石
に
対
す
る
豊

隆
の
思
い
を
理
解
し
て
い
た
こ
と
が

伺
え
ま
す
。
豊
隆
の
「
漱
石
全
集
」

編
集
に
向
け
た
執
念
は
凄
ま
じ
く
、

漱
石
に
関
す
る
膨
大
な
資
料
を
集
め
、

こ
れ
を
基
に
編
集
に
没
頭
し
ま
す
。

ま
と
め
ら
れ
た
全
集
の
完
成
度
は
高

く
、
特
に
漱
石
没
後
20
年
を
迎
え
、

昭
和
10
年
に
刊
行
さ
れ
た
決
定
版
「
漱

石
全
集
」
で
は
、
全
て
の
作
品
の
解

説
文
を
執
筆
す
る
な
ど
、
漱
石
に
対

す
る
豊
隆
の
強
い
思
い
が
込
め
ら
れ

た
も
の
で
し
た
。「
漱
石
全
集
」
は
豊

隆
の
漱
石
研
究
に
向
け
た
探
求
心
の

賜
物
で
あ
り
、
彼
の
研
究
成
果
は
非

常
に
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

夏
目
漱
石
没
後
１
０
０
年
以
上
が
経

過
し
ま
す
が
、
今
な
お
夏
目
漱
石
が

執
筆
し
た
文
学
作
品
は
、
教
科
書
等

に
掲
載
さ
れ
、
国
内
外
で
愛
読
さ
れ

て
い
ま
す
。
夏
目
漱
石
を
調
査
・
研

究
を
す
る
上
で
小
宮
豊
隆
は
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
最
も
重
要
な
人
物
に

位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

文
豪
を
支
え
た
人
物
が
作
詞
し
た
校
歌

　

森
鴎
外
の
意
志
を
引
き
継
い
で
元

号
「
昭
和
」
を
考
案
し
た
「
吉
田
増
蔵
」、

夏
目
漱
石
の
作
品
の
集
成
を
行
い
、

研
究
に
努
め
た
「
小
宮
豊
隆
」
と
い

う
明
治
の
二
大
文
豪
を
そ
れ
ぞ
れ
支

え
た
み
や
こ
町
出
身
の
２
人
に
つ
い

て
現
在
も
大
学
や
研
究
機
関
か
ら
調

査
の
依
頼
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

吉
田
増
蔵
は
豊
津
中
学
校
（
現
在
の

育
徳
館
高
校
）
の
校
歌
の
作
詞
に
携

わ
り
ま
し
た
が
、
漢
学
者
の
彼
が
作

詞
し
た
校
歌
は
多
少
難
解
で
あ
っ
た

た
め
、
新
た
に
小
宮
豊
隆
に
よ
っ
て

作
詞
さ
れ
た
現
在
の
校
歌
が
歌
い
継

が
れ
て
い
ま
す
。
育
徳
館
高
校
は
今

年
で
２
６
４
年
を
迎
え
ま
す
が
「
明

治
の
二
大
文
豪
を
支
え
た
人
物
」
が

携
わ
っ
た
校
歌
も
ま
た
学
校
の
歴
史

と
し
て
永
く
伝
え
ら
れ
て
い
く
こ
と

で
し
ょ
う
。

（
井
上
信
隆
）

80
年
目
の
「
千
円
札
」

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

に
伴
い
国
内
で
も
急
速
に
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
化
が
進
み
ま
し
た
が
、
日

常
生
活
で
は
１
３
０
０
年
に
わ
た
っ

て
使
用
さ
れ
て
き
た
「
硬
貨
」
や
「
紙

幣
」
が
広
く
流
通
・
使
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
中
で
も
私
た
ち
に
最
も
な
じ

み
深
い
紙
幣
で
あ
る
「
千
円
札
」
は

昭
和
17
年
（
１
９
４
２
）
に
そ
の
様

式
が
定
め
ら
れ
、
今
年
で
80
年
を
迎

え
ま
す
。
こ
の
紙
幣
の
「
顔
」
と
な
っ

た
人
物
も
初
代
の
日
本
武
尊
か
ら
聖

徳
太
子
、
伊
藤
博
文
、
夏
目
漱
石
と

続
き
、
現
在
は
野
口
英
世
の
肖
像
が

用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
２
年
後
の
令

和
６
年
（
２
０
２
４
）
に
は
新
た
に

熊
本
県
小
国
町
出
身
の
微
生
物
学
者
、

北
里
柴
三
郎
の
肖
像
に
よ
る
千
円
札

や
ま
と
た
け
る

し
ょ
う

と
く
た
い
し

い   

と
う 

ひ
ろ 

ぶ
み

な
つ   

め   

そ
う  

せ
き

の　

ぐ
ち 

ひ
で  

よ

し
ょ
う
ぞ
う

も
り 

お
う 

が
い

ぶ
ん 

ご
う

こ   

み
や 

と
よ 

た
か

あ　

べ
よ
し

し
げ

き
ょ
う
べ
ん

と

ち
ょ
う
こ
う

か
い 

き
ん

し
ゅ
う
に
ん

い
ぬ
づ
か
た
け

お

の

け
ん  

と
う

た
ず
さ

よ
し  

だ  

ま
す 

ぞ
う

な
ん
か
い

た
く

し
ゅ
う
ね
ん

す
さ

ぼ
う  

だ
い

へ
ん 

し
ゅ
う

ぼ
っ 

と
う

た
ん
き
ゅ
う
し
ん

も
の

た
ま

し　

て
い

け
い  

あ
い

や　
　
ゆ

さ
い

き

お　

ぐ
に 

ま
ち

び   

せ
い
ぶ
つ

き
た 

ざ
と 

し
ば 

さ
ぶ 

ろ
う
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